
ネ申 2025年 (令和7年)2月 19日  水曜日 広域A回目囲簸雲燿菫 18

ざわ|九鼈
.::1111■ I‐「 |II● ■|11・ ll:

人間国宝・幸枝若半生を新喜劇に
28日、なんばグラン ド花月で記念公演

人間国宝 に認定 された姫路市 出身の浪曲師、

京 山幸殺砦の記念公演が 28日、なんばグラン ド

花月 (NGK、 大阪市)で催 され る。浪曲のほ

か半生を描 く新喜劇を上演予定で、会見 した幸

枝若は 「浪曲を知らない人にも分かりやすく、

面白いネタを選んだ。楽 しさを知うてもらう機

会になれば」と語つた。    (津 田和納 )

月亭八方、西川きよしら豪華ゲス トも

遅
甚
五
郎
振
露

「浪
曲
の
魅
力
を
知

っ
て
」

わ
せ
る
芸
は
落
語
家
に
は
な
か

な
か
難
し
い
」
と
話
す
と
、
幸

枝
若
は

「あ
う
ん
の
呼
吸
で
成

り
立

つ
も
の
。
１
人
で
自
由
自

在
に
演
じ
て
歌
え
る
の
が
浪
曲

の
楽
し
さ
。
い

っ
ぺ
ん
や

っ
て

み
よ
、
と
思

っ
て
も
ら
え
る
舞

台
に
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

ま
た
、
高
砂
市
出
身
で
座
長

を
務
め
る
吉
田
裕
が
福
太
郎
時

代
を
演
じ
る
新
喜
劇
も
上
演
さ

れ
る
。
吉
田
は

「び

つ
く
り
す

る
よ
う
な
半
生
。
大
役
な
の
で

不
安
」
と
一百
い
つ
つ
も

「今
か

ら
浪
曲
を
練
習
し
ま
す
」
と
意

気
込
ん
だ
。
ほ
か
に
幸
枝
若
、

八
方
、
西
川
き
よ
し
、
ぼ
ん
ち

お
さ
む
ら
に
よ
る
日
上
、
オ
ー

ル
阪
神

・
巨
人
の
漫
才
も
。
豪

華
メ
ン
バ
ー
が
祝
宴
に
花
を
添

え
る
。

午
後
６
時
開
演
。
前
売
り
５

千
円
。
Ｆ
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Ｎ
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ッ
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●
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０
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人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
、
記
念
公

演
を
開
く
京
山
幸
枝
若
（中
央
）
と

吉
本
新
喜
劇
の
座
員
ら
＝
大
阪
市

中
央
区
難
波
千
日
前
、
な
ん
ば
グ

ラ
ン
ド
花
月

１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
浪
曲

師
だ

っ
た
実
父
で
師
匠
の
初
代

京
山
幸
枝
若

（故
人
）
の
芸
風

を
受
け
継
ぎ
、

７２
年
に
福
太
郎

を
襲
名
。　
一
門
が
得
意
と
す
る

沢
バ
津
の
小
鉄
≒

「河
内
十
人

斬
り
」
な
ど
、
任

侠

物
語
を

各
地
で
上
演
し
て
き
た
。

２
０
０
４
年
に
二
代
目
幸
枝

若
と
な
り
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
で
記
念
公

演
を
開
催
。

２４
年
冬
、
節
と
声
、

咬
呵
の
３
拍
子
で
成
り
立

つ
芸

と
長
年
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、

浪
曲
師
と
し
て
初
め
て
人
間
国

宝
に
認
定
さ
れ
た
。

創
業
１
１
２
年
の
吉
本
興
業

か
ら
人
間
国
宝
が
生
ま
れ
る
の

も
初
め
て
。
か

つ
て
の
落
語
、

漫
才
ブ
ー
ム
の
際
に
所
属
し
た

が
、
Ｎ
Ｇ
Ｋ
を
含
め
同
社
の
舞

台
に
出
演
し
た
の
は
わ
ず
か
。

幸
枝
若
は

「認
定
さ
れ
て
か
ら

の
手
の
ひ
ら
返
し
が
す
ご
い
。

バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
い
、

浪
曲
の
寄
席
を
つ
く

っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
野
心
を
見
せ
た
。

今
回
、
幸
枝
若
は

「左
甚
五

郎
　
掛
川
の
宿
」
、
弟
子
の
幸

太
が
新
作
浪
曲

「ギ
ャ
ル
サ
ー

！
」
を
披
露
す
る
。
会
見
に
は

幸
枝
若
か
ら
浪
曲
を
習
う
落
語

家
の
月
亭
八
方
も
登
場
し

「今

の
時
代
に
義
理
と
人
情
の
話
は

よ
ろ
し
い
な
あ
。
三
味
線
と
合


